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研究成果の概要 

本研究では、信頼できる人-AI協働系の設計論の確立を目指し、その信頼性の定義として、従

来のコンピュータシステムの信頼性指標を起点としたヒューマンコンピュテーション(H/C)のための

指標の定義とこれを達成するための技術開発、また、人-AI協働系が社会で受容されるための倫

理的課題の特定と解決技術の開発、さらに、H/Cの活用シナリオとしての、多人数データ解析や

創造的課題解決における具体的な技術的課題の解決と実践を目指す。 

3年度目となる今年度は、H/C における信頼性を高めるための要素技術の開発を中心に、

各領域への展開へ向けて、4グループで研究を進めた。 

まず、H/C 信頼基盤技術グループでは、H/Cの信頼性の観点の 1つであるセキュリティに

関連して、不正なタスクの実行などの攻撃に対してどのようなペナルティを与えるかという問題

を抽象化した、報酬とペナルティの両方を考慮した新たなセキュリティゲームを提案した。その

上でペナルティの設計によって防御者および攻撃者の最適戦略がどのように変化するかを解

析した。また、前年度までに開発をしたコンペティション型多人数データ解析システムを、大学

におけるデータ解析の演習において実際に運用した。その過程で得られたフィードバックに基

づき、環境設定の簡易化やグループ管理機能の改善、様々な評価関数の導入といった機能

追加を行い、オープンソースソフトウェアとして公開した。 

H/C の社会受容グループでは、人−AI 協働系における公平性について、データ作成におけ

るバイアスについて、特に社会的バイアスの観点から研究を進めた。人間が社会的なバイアス

をもった判断を行っている場合に、公平なＡＩからのフィードバックによって、公平な判断を促

す方法を提案した。また、日本語における社会的バイアスの質問応答データセットの作成を行

った。さらに、多数の人間による意見を統合する際にマイノリティの意見が反映されず、それが

ワーカーの能力評価にも反映される問題に取り組み、グループ能力評価及び意見統合を行う

方法を開発した。また、各国のパスワード特性における機械学習を利用したパスワード推測器

の評価を行い、人間が生成するデータの国ごとの傾向を考慮すると安全性に対する評価が変

わることを示した。 

人間参加型機械学習グループでは、AI と人間が適切な形で協力して課題を達成するための技術

開発を実施した。たとえば、属性に偏りのある人間の集団の意見をまとめて結論を出す際に、属性

について公平な結果を導く手法を開発した。また、自然言語処理タスクにおける AIの出力の解釈

手法をクラウドソーシングによって評価・比較する方法を開発した。さらに、大規模言語モデル

（LLM）による人間の代替あるいは人間との協業のための技術開発を行った。たとえば、LLMがも

つ認知バイアスの調査を行い、その軽減手法についての検討を行った。また、LLMによってタスク

を実施させるにあたり、LLMに対してタスクの機微な情報をできるだけ漏らさないようにこれを実施

させる手法についての検討を行った。また、LLMへのプロンプトエンジニアリングをコンペティショ

ンの形で開催する際のセキュリティ問題を指摘し、これに対処する方法を開発した。   

  最後に、H/Cによる知的創造活動支援グループでは、人間参加型機械学習の基盤技術の研究

および科学技術・教育領域における H/Cによる知的創造活動支援に関する研究を進めた。まず、

人間参加型機械学習の基盤技術として、大規模言語モデルのアライメントを行うために、人間によ



 

 

って設計されたプロンプトを活用した最適なプロンプトの交互最適化技術を開発した。また、大規

模言語モデルの学習データの影響を評価するため逆学習による言語モデルの解析手法を開発し

た。次に、知的創造活動支援への応用として科学技術領域では、学術分野のサーベイを自動的

に生成するタスクとデータセットの構築を行った。また、引用には現れない潜在的なハイインパクト

な研究の性質を計量書誌学の観点から定量化することに成功した。さらに、教育領域では学習者

の能力の時系列変化を考慮した項目反応理論の新たな基盤技術の開発と学習支援システムへの

応用を行った。 
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